
PW80
4BC-28199-J9

取扱説明書

4BC-9-J9Hyoshi  07.7.30 9:49 AM  ページ 2



5VU-9-J0 4ページ ２００４年６月３０日　水曜日　午後７時３９分



はじめに 

JAU41580

ヤマハPW80をお買いあげいただきありがとうございます。

この取扱説明書はお客様に車の操作、点検、整備をご理解いただけるよう作成されたものです。車の操作やメンテナンスなどに関するご質

問は、ヤマハ販売店にお問い合わせください。

この車は一般市販車と異なり、クレーム保証の対象にはなりませんので、あらかじめご了承ください。また、定期点検制度、アフターサー

ビスの対象外となりますので、各自が日頃の点検整備を行って常に最良の調子を保つように心掛けてください。

重要な事項: 

● 車に乗る前に、この取扱説明書をよく読んで、説明を理解してください。  

● 車に貼られている警告ラベル、注意ラベルをよくお読みください。  

● 適切なトレーニングまたは教育を受けないで、車を操作しないでください。  

● ライダーの体重は40 kg を超えないようにしてください。

保護者の方へ重要なお知らせ:

この車は玩具ではありません。お子さんを車に乗らせる前に、保護者の方が取扱説明書の説明や警告を理解してください。その上でお子さ

んによく理解させ、またお子さんを補佐してください。子供たちは、能力、体力、判断力が１人１人異なります。車を安全に操作すること

ができない子もいます。保護者の方は、いつもお子さんの車の使いかたを監督してください。お子さんが安全に車を操作できると判断した

としても、できる限り目を配ってください。

この車はパワーリダクションプレート（取り外し可能）を装備して出荷されています。ヤマハは全ての初心者が上達するまでは、パワーリ

ダクションプレートの装着によるパワー制限を行うことを推奨しています。保護者の方は、お子さんのライディング能力の向上に応じてパ

ワーリダクションプレートを取り外す時期を決めてください。ライダーがパワーリダクションプレートを装着した状態での最高速度で走れ

る技量になったら、パワーリダクションプレートを取り外すことができます。

モーターサイクルは２輪の乗り物です。安全に使用、操作できるかどうかは、操作する人のライディングテクニックと経験にかかっていま

す。全ての使用者は、この車に乗る前に以下の必要条件を知っておいてください。

守ってください:  

● 車の操作のあらゆる局面について、あらゆる情報から学ぶこと。  

● この取扱説明書の警告や点検整備の要件を遵守すること。 

● 安全で正しいライディングテクニックのトレーニングを受けること。
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はじめに 

● 取扱説明書に示される時期、あるいは車の状態に応じて必要なときに、プロの整備を受けること。
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重要な情報  

JAU41090

本書では、重要な事項を下記のシンボルマークで表示しています : 

● 本書は車両の一部として常に車両とともに保管しておき、人に車両を譲るときは、必ず本書も渡してください。  

● ヤマハでは、常に製品の設計および品質の改善をめざしております。したがって、本書に記載されている情報は、本書を印刷した時点で

最新のものであり、実際の車両と本書の情報に多少の違いが生じている可能性があります。本書に関する疑問点については、ヤマハ販売

店にお問い合わせください。  

JWA10030

車を使用する前に、この取扱説明書をよくお読みください。 

JWA14350

この車両はオフロード専用です。国土交通省の認定は受けておりませんので、一般の道路、高速道路を走行すると道路交通法および道路運

送車両法の違反となります。私道、神社の境内、公園、農道、堤防上など、いわゆる道路としての形態を整えていないところでも人や車が

自由に出入りできるところは、一般の道路とみなされます。また、この車は騒音規制に適合しておりません。車を使用する前に、地方条例

等を確認してください。

*製品と仕様は、予告なしに変更されることがあります。

安全にかかわる注意情報を示してあります。

取り扱いを誤った場合、死亡または重傷に至る可能性が想定される場合を示してあります。

取り扱いを誤った場合、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。

正しい操作のしかたや点検整備上のポイントを示してあります。
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安全運転のために 

JAU41211

安全運転 

● 走行前には必ず点検を行ってください。念

入りな点検は事故防止に役立ちます。  

● この車両はオフロード専用です。一般の道

路、高速道路を走行すると道路交通法およ

び道路運送車両法の違反となります。ま

た、私道、神社の境内、公園、農道、堤防

上など、いわゆる道路としての形態を整え

ていないところでも人や車が自由に出入

りできるところは、一般の道路とみなされ

ます。 

● この車両は一人乗り専用です。運転者以外

の人を乗せることはできません。  

● 経験不足のライダーが多くの事故に巻き

込まれています。 

● ライダーはバイクに乗る技量が充分な

人でなければなりません。またバイクに

乗る技量が充分な人のみに貸すように

してください。  

● ご自身の技量と限界を熟知してくださ

い。自分の限界を超えないことが事故防

止には大切です。  

● 多くの事故はライダーのミスによって起

きます。典型的な例は、スピードの出し過

ぎやバンク角不足によってコーナーを曲

がりきれなくなることです。速すぎる速度

で走行しないでください。 

● 慣れない場所では注意して運転してくだ

さい。隠れた障害物に出くわし、事故につ

ながるおそれがあります。 

● ライダーの姿勢は、正しい運転操作の上で

重要です。両手でハンドルを握って、両足

をフットレストに置き、車両をコントロー

ルしてください。 

● 酒気を帯びているとき、また薬物を飲んだ

ときは運転しないでください。 

● エンジンを始動する前に、必ずギヤを

ニュートラルにしてください。

身体を保護する服装
バイクの事故による死亡原因のトップは頭

部への傷害です。頭部への傷害を防いだり、

軽減させるためには、ヘルメットの着用が非

常に重要です。  

● ヘルメットはSまたはSG、JISマークのあ

る二輪車用を必ず着用してください。  

● フェースシールドまたはゴーグルを着用

してください。目を保護しないと、風圧の

影響で視力が落ち、危険物の発見が遅れる

おそれがあります。 

● すり傷、切り傷を防ぐため、ジャケット、

ブーツ、ズボン、グローブなどを着用して

ください。 

● だぶついた服は着用しないでください。レ

バー、フットレスト、ホイールなどにから

まり、傷害や事故につながるおそれがあり

ます。 

● 運転中、あるいは運転後、エンジンやマフ

ラー、エキゾーストパイプにさわらないで

ください。高温のため、ヤケドをするおそ

れがあります。必ず身体を保護する服を着

用し、足や足首を覆ってください。

改造
ヤマハが認可しない改造、部品の取り外し

は、車両の操縦安定性を不安定なものにし、

重大な人的傷害を引き起こすおそれがあり

ます。

荷物の積載とアクセサリー
アクセサリーの装着によって、車両の重量配

分が変化した場合、操縦安定性やハンドリン

グに重大な影響を及ぼします。アクセサリー

を装着するときは、充分に注意してくださ

い。また、アクセサリーを取り付けた車両を

運転するときは、充分に注意してください。

以下は車両にアクセサリーを装着する際に

守るべき、一般的なガイドラインです。

積載 

● 体重が 40 kg を超えるライダーは乗車し

ないでください。

4BC-9-J9 1 ページ ２００７年６月１４日　木曜日　午前１０時４５分



安全運転のために 

1-2

 

1

 

● アクセサリーの重量はできるだけ、車両よ

り軽いものにしてください。なるべく車両

の左右均等に重量を配分させ、偏ったり、

不安定な状態はさけてください。  

● 重量が移動すると、急に不安定になるおそ

れがあります。アクセサリーは、運転前に

車両に確実に取り付けるようにしてくだ

さい。アクセサリーの取り付け状態をこま

めに点検してください。  

● ハンドル、フロントフォーク、フロント

フェンダーには大きなアクセサリーや重

量のあるアクセサリーを取り付けないで

ください。

アクセサリー

ヤマハ純正アクセサリーは、この車両用に特

別に設計されたものです。ヤマハは入手可能

な他社製の全てのアクセサリーのテストを

することができません。そのため、ヤマハ製

でないアクセサリーの適切な選択、取り付

け、使用に対して、ライダーは個人的に責任

を負わなければなりません。アクセサリーの

選択、取り付けには充分な注意を払ってくだ

さい。

「積載」のガイドラインに加え、アクセサリー

を装着するにあたり以下のガイドラインに

留意してください。 

● モーターサイクルの性能を損なうアクセ

サリーは取り付けないでください。アクセ

サリーを使用する前に、地上高、バンク角

を低下させたり、サスペンションの動き、

ハンドル切れ角や操縦性に制約を与えて

いないかどうか、念入りに点検してくださ

い。 

● ハンドルやフロントフォーク部にアク

セサリーを取り付けると、重量配分が悪

くなったり、空気力学上の変化により、

操縦が不安定になるおそれがあります。

ハンドルやフロントフォーク部にアク

セサリーを装着する場合、できるだけ軽

量、最小にするようにしてください。  

● 大きなアクセサリーは車両の安定性に

空気力学上、重大な影響を及ぼします。

風の影響で車両が持ち上げられたり、横

風により安定性を失うおそれがありま

す。  

● アクセサリーはライダーの正常なライ

ディングポジションを妨げることもあ

りえます。不適切なポジションはライ

ダーの自由な動きを妨げたり、操縦安定

性を損なわせるおそれがあります。その

ため、そのようなアクセサリーはおすす

めしません。  

● 電装品を取り付けるときは注意してくだ

さい。電装品が車両の電装システムの容量

を超えた場合、電気的な不良が発生し、エ

ンジンパワーの損失を招くおそれがあり

ます。

ガソリンと排気ガス 

● ガソリンには強い引火性があります。  

● 給油するときは、常にエンジンを止めて

ください。  

● 給油するときは、ガソリンがエンジンや

エキゾーストパイプ、マフラーにこぼれ

ないように注意してください。  

● 喫煙中や火気のあるところでは、絶対に

給油しないでください。  

● 風通しの悪い場所でエンジンを始動した

り、かけたままにしないでください。排気

ガスには毒性があり、短時間のうちに意識

を失ったり、死を招くおそれがあります。

常に風通しのよい場所で車両を運転して

ください。  

● 車両から離れるときは、エンジンを止めて

ください。車両を駐車するときは、以下の

点に注意してください。  

● エンジンやエキゾーストパイプ、マフ

ラーは高温になっています。歩行者や子

供が触れないような場所に駐車してく
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ださい。 

● 坂道や軟弱な地面には駐車しないでく

ださい。転倒するおそれがあります。  

● 火気（例えば石油ストーブ、直火）の近

くに駐車しないでください。引火するお

それがあります。  

● 車両を運搬するときは垂直にし、フューエ

ルコックを OFF にしてください。車両が

傾くと、キャブレターやフューエルタンク

からガソリンが漏れることがあります。 

● 万一、ガソリンを飲んでしまったり、気化

したガソリンを大量に吸い込んだり、ガソ

リンが目に入ったときは、ただちに医師の

手当てを受けてください。ガソリンが皮膚

や衣服にかかったときは、すぐに石鹸と水

で洗い、着替えてください。
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JAU41370

重要項目ラベルの貼り付け位置
車両を運転する前に以下に示す重要ラベルをお読みください。

1

3

2

4BC-9-J9 4 ページ ２００７年６月１４日　木曜日　午前１０時４５分



安全運転のために 

1-5

 

1

1

2

3

4BC-9-J9 5 ページ ２００７年６月１４日　木曜日　午前１０時４５分



 

2-1

 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

各部の名称 

JAU10410

左側面

1 2 3 4 5

67

1. エアクリーナーエレメント（P6-9）
2. フューエルコック（P3-5）
3. スロットルストップスクリュー（P6-12）
4. チョークレバー（P3-5）
5. エンジンオイルタンク（P3-4）
6. サイドスタンド（P6-20）
7. シフトペダル（P3-1/5-2）
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4

5

6
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JAU10420

右側面

6

1 2 3

45

1. スパークアレスター（P6-10）
2. シート (P3-6)
3. トランスミッションオイル注入口 (P6-8)
4. スパークプラグキャップ (P6-6)
5. ブレーキペダル（P3-2）
6. キックスターター（P3-6）
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JAU10430

運転装置と計器類

1 2

4 3

1. ハンドルスイッチ（右）（P3-1）
2. ブレーキレバー（P3-2）
3. スロットルグリップ（P6-12）
4. フューエルタンクキャップ（P3-2）
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各部の取り扱いと操作 

JAU40660

ハンドルスイッチ  

JAU41130

エンジンストップスイッチ“ENGINE
STOP”
エンジンを始動する前に、このスイッチを

RUN にしておきます。このスイッチを OFF

にするとエンジンが停止します。  

JAU41590

パワーリダクションプレート
お買い求めの車両はパワーリダクションプ

レートが装着された状態で出荷されていま

す。ヤマハでは、全ての初心者が運転に慣れ

るまでは、パワーリダクションプレートを取

り付けて走行することを推奨いたします。

お子さんの運転技量の向上に合わせて、車両

のパワー調整を行うかどうか判断してくだ

さい。ライダーが、パワーリダクションプ

レートが装着された状態での最高速度で走

行できるようになったら、パワーリダクショ

ンプレートを取り外すことができます。

（6-7ページ参照） 

JAU39850

シフトペダル

この車には常時かみ合式、ボトムニュートラ

ルの 3 段変速機が装備されています。シフ

トペダルはエンジンの左側にあります。

1. エンジンストップスイッチ“ENGINE STOP”

1

1. シフトペダル

1
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JAU12890

ブレーキレバー

ブレーキレバーは、ハンドルの右グリップ部

に取り付けられています。前輪ブレーキをか

けるには、このレバーをハンドルのグリップ

に向けて握ります。 

JAU12941

ブレーキペダル

ブレーキペダルは、車体の右側にあります。

後輪ブレーキをかけるには、ブレーキペダル

踏み込みます。  

JAU13181

フューエルタンクキャップ  

JWA12171

給油時およびガソリンを取り扱う場合は、次

のことを必ず守ってください。  

● 給油時は必ずエンジンを止め、火気を近づ

けないでください。ガソリンは揮発性が高

く、引火しやすい燃料です。  

● フューエルタンクキャップを開ける前に、

車体などの金属部分に触れて静電気の除

去を行ってください。身体に静電気を帯び

た状態で給油すると、放電による火花で引

火する場合があり、ヤケドするおそれがあ

ります。 

● 給油操作は、必ず一人で行ってください。

複数で行うと静電気が除去できない場合

があります。 

● 給油は、必ず屋外で行ってください。  

● セルフサービスのガソリンスタンドで給

油するときは、ガソリンの吹きこぼれがな

いよう、慎重に給油してください。 

● 給油限度（フィラーチューブ下端まで）を

超えてガソリンを入れないでください。走
行中にガソリンがにじみ出ることがあり

危険です。  

● 給油後、フューエルタンクキャップを確実

1. ブレーキレバー

1

1. ブレーキペダル

1
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に閉めてください。

フューエルタンクキャップを反時計方向に

回して、取り外します。

フューエルタンクキャップを給油口に挿入

し、時計方向に回して取り付けます。  

JWA11090

運転する前に、フューエルタンクキャップが

正しく締まっているか確認してください。  

JAU13220

燃料

フューエルタンクに充分な燃料が入ってい

るか、確認してください。給油するときは給

油ノズルをフューエルタンクの注入口に

しっかり差し込み、図のようにフィラー

チューブの下部まで給油してください。  

JWA10880

 

● 給油限度を超えてガソリンを入れると、ガ

ソリンが温まって膨張したときにあふれ

るおそれがあります。 

● 高温のエンジンにガソリンをこぼさない

ように注意してください。 

 JCA10070

こぼれたガソリンは、きれいな乾いた柔らか

い布で直ちにふき取ってください。放置して

おくと、塗装面やプラスチック部分を損傷す

るおそれがあります。 

JAU13270

この車のエンジンは無鉛レギュラーガソリ

ンを使うように設計されています。ノッキン

グやピンギングが発生した場合は、別の銘柄

のガソリン、または無鉛プレミアムガソリン

を使用してください。

1. フューエルタンクキャップ

1

1. フィラーチューブ
2. 給油限度

2
1

指定燃料：

無鉛レギュラーガソリン

タンク容量：

4.9 L

予備容量：

1.0 L
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JAU13412

フューエルタンクブリーザーホー
ス

乗車の前に： 

● フューエルタンクブリーザーホースの接

続を点検します。 

● フューエルタンクブリーザーホースを点

検し、ひび、損傷がある場合は交換します。 

● フューエルタンクブリーザーホースがつ

まっていないか確認し、必要に応じて清掃

してください。  

JAU41201

エンジンオイル
エンジンオイルタンクに充分オイルがある

ことを確認してください。図のように２スト

ロークエンジンオイルがロアレベル以下の

場合は、以下のように補充してください。

エンジンオイルレベルの点検は、車を平坦な

場所に垂直に立てて行ってください。車が傾

いていると、正しく読み取ることができませ

ん。

1. シートを取り外します。（3-6 ページ参

照）

2. オイルタンクキャップを外し、エンジン

オイルを補給します。

3. オイルタンクキャップを取り付けます。

オイルタンクキャップが確実に取り付けら

れていることを確認してください。

4. シートを取り付けます。

1. フューエルタンクブリーザーホース

1

1. ロアレベル

1
1. エンジンオイルタンク
2. オイルタンクキャップ

推奨オイル：

（7-3 ページ参照）

オイル容量：

0.75 L

1 2
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JAU13561

フューエルコック
ON

始動および走行時のレバー位置です。

RES

予備燃料（予備容量約 1.0 L）を使用すると

きのレバー位置です。

ONで走行中にガソリンがなくなったら、レ

バーをこの位置にします。予備燃料が使用で

きますが早めに給油してください。給油を終

えたらレバーを ONに戻してください。

OFF

駐車時のレバー位置です。

ガソリンは流れません。

長期間使用しないときは、レバーを必ずOFF

の位置にしてください。  

JAU13590

チョークレバー“ ”

エンジンが冷えているときは、チョークを使

用するとエンジンの始動が容易になります。

レバーを (a) 方向に移動させ、チョークをオ

ンにします。

レバーを (b) 方向に移動させ、チョークをオ

フにします。

1. 矢印が“ON”を指している

1. 矢印が“RES”を指している

ON
FUEL

RES

OFF

1ON

OFF

ON
FUEL

RES

1

RES
1. 矢印が“OFF”を指している

RES

ON
FUEL

OFF

1

1. チョークレバー“ ”

1

(a)

(b)
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JAU13680

キックスターター

キックスターターレバーを出し、力強くキッ

クします。 

JAU41140

シート
シートの取り外しかた
ナットを外し、シートを取り外します。

シートの取り付けかた
1. シート前部の突起を図のようにシートホ

ルダーに差し込みます。

2. シートを元の位置に取り付け、ナットを

締め付けます。

乗車する前に、シートが正しく取り付けられ

ていることを必ず確認します。

1. キックスターターレバー

1

1. ナット

1

1. ホルダー
2. 突起

2

1
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JAU15090

リヤクッション 

JWA11510

リヤクッションユニットは高圧の窒素ガス

を含んでいますので下記のことを厳守して

ください。  

● 分解しない。 

● 火気の中に投げ込まない。 

● 廃棄するには、ガス抜きが必要です。必ず

お買い上げのヤマハ販売店にご相談くだ

さい。
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日常点検 

JAU42181

日常点検の実施
車を安全で快適に使用いただくため、走行前点検リストに基づいた日常点検を必ず実施してください。 

JWA12031

 

● 日常点検を怠ると重大な事故やケガ、トラブルの原因となります。必ず実施してください。  

● 異常が認められたときは、乗車前にご使用のかたご自身またはヤマハ販売店で必ず整備を行ってください。

点検整備に使用する工具は、必要に応じてお買い求めください。（モデルにより、車載工具の有無や内容が異なります。）
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JAU15605

走行前点検リスト
項目 点検、整備内容 参照ページ

燃料 

● フューエルタンクの残量を点検します。 

● 必要に応じて補給します。 

● フューエルホースに漏れがないか点検します。
3-3

エンジンオイル  

● オイル量を点検します。 

● 必要に応じて指定のオイルを規定量まで補充します。 

● オイル漏れがないか点検します。
3-4

トランスミッションオイル  
● オイル量を点検します。 

● 必要に応じて指定のオイルを規定量まで補充します。
6-8

前輪ブレーキ 

● 作動を点検します。 

● 必要に応じてレバーの取り付け部に注油します。 

● ブレーキレバーの遊びの量を点検します。 

● 必要に応じて調整します。

6-15, 6-16

後輪ブレーキ 

● 作動を点検します。 

● ブレーキペダルの遊びの量を点検します。 

● 必要に応じて調整します。
6-16

スロットルグリップ  

● 作動がスムーズであるか点検します。 

● ケーブルの遊びを点検します。 

● 必要に応じて、ヤマハ販売店でケーブルの遊びの調整、ケーブルおよびグリッ
プハウジングの注油を依頼します。

6-12, 6-19

コントロールケーブル  
● 作動がスムーズであるか点検します。 

● 必要に応じて注油します。
6-19

ドライブチェーン  

● チェーンのたわみ量を点検します。 

● 必要に応じて調整します。 

● チェーンの状態を点検します。 

● ME-180 チェーンオイルを給油します。

6-17, 6-18

4BC-9-J9 2 ページ ２００７年６月１４日　木曜日　午前１０時４５分



日常点検 

4-3

 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ホイールとタイヤ 

● 損傷がないか点検します。 

● タイヤの状態と溝の深さを点検します。 

● 空気圧を点検します。 

● 必要に応じて調整、交換します。

6-13, 6-14

ブレーキペダルとシフトペダ
ル 

● 作動がスムーズであるか点検します。 

● 必要に応じてペダルの取り付け部に注油します。
6-20

ブレーキレバー 
● 作動がスムーズであるか点検します。 

● 必要に応じてレバーの取り付け部に注油します。
6-20

サイドスタンド 
● 作動がスムーズであるか点検します。 

● 必要に応じて取り付け部に注油します。
6-20

車体の締付具合 
● ナット、ボルト、スクリューが規定トルクで締まっているか点検します。 

● 必要に応じて締め付けます。 
—

エンジンストップスイッチ ● 作動を点検します。 3-1

項目 点検、整備内容 参照ページ
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運転操作 

JAU41680

 

JWA14620

 

● この車両はオフロード専用です。乗車前に

各部の取り扱いと操作に慣れてください。

操作でご不明な場合はヤマハ販売店にご

相談ください。 

● 風通しの悪い場所でエンジンを始動した

り、かけたままにしないでください。排気

ガスには毒性があり、短時間のうちに意識

を失ったり、死を招くおそれがあります。

常に風通しのよい場所で車両を運転して

ください。 

● 発進の前に、サイドスタンドを上げてくだ

さい。サイドスタンドを正しく上げないと

地面に接地し、ライダーを混乱させたり、

操縦安定性を損なわせるおそれがありま

す。 

JAU41152

エンジン始動（エンジンが冷えて
いるとき）
1.フューエルコックを ON にします。

2.エンジンストップスイッチを RUN に

セットします。

3.ギヤをニュートラルにします。  

JWA14410

 

● エンジンを始動する前に、ギヤをニュート

ラルにしてください。 

● サイドスタンドを下げたまま走行しない

でください。

4.チョークをオンにし、スロットルを完全

に閉めます。（3-5 ページ参照）

5.キックして、エンジンを始動させます。

6.エンジンが始動したら、チョークを途中

まで戻します。  

 JCA15990

 

● エンジンを長持ちさせるため、エンジンが

冷えている間の急加速や、無用な空ふかし

は避けてください。 

● 長時間のアイドリングはガソリンのムダ

使いになるだけでなく、環境への悪影響に

もなりますので、やめてください。

7.エンジンが暖まったら、チョークをオフ

にします。  

 JCA15670

 

● チョークをオンにしたまま、長時間放置し

ないでください。故障の原因になるおそれ

があります。 

● 走行するときは必ず、チョークをオフにし

てください。

チョークをオフにした状態でエンジンがス

ロットルに正常に反応すれば、エンジンは暖

まっています。
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JAU16660

エンジン始動（エンジンが暖まっ
ているとき）
エンジンが暖まっているときは、チョークを

必要としないことを除いて、エンジンが冷え

ているときのエンジン始動と同じ手順で行

います。その代わり、スロットルを少し開け

た状態でエンジンを始動させます。

数回キックしてもエンジンが始動しない場

合、スロットルを 1/4 から 1/2 開けて再

度試みます。 

JAU39901

ギヤチェンジのしかた

この車は自動遠心式クラッチの 3 段変速で

す。ギヤチェンジを行って発進、加速や坂道

を登るときなどに必要なエンジンのパワー

を調整します。

ギヤのポジションは図に示すようになって

います。

ニュートラルにシフトするには、シフトペダ

ルを一番下に行くまで繰り返し踏み込みま

す。  

 JCA15441

 

● ギヤがニュートラルの位置の状態でも、エ

ンジンをかけないまま長時間惰性で走ら

せないでください。また、長い距離を牽引

しないでください。トランスミッションは

エンジンが回転している時のみ、適切に潤

滑されます。潤滑不足によりトランスミッ

ションに損傷を与えることがあります。 

● ギヤを変えるときは、エンジン、トランス

ミッション、ドライブチェーンの損傷を防

ぐため、スロットルグリップを戻してくだ

さい。エンジン、トランスミッション、ド

ライブチェーンは、スロットルグリップを

開けたままでのシフト操作に耐えられる

ようには設計されていません。 

JAU39910

発進と加速のしかた
1. スロットルを閉じます。

2. ギヤを1 速に入れ、シフトペダルを放し

ます。 

 JCA15460

ギヤチェンジはスロットルグリップを戻し

てから行ってください。無理なギヤチェンジ

は故障の原因になります。

3. 少しづつスロットルを開けます。

4. 車が変速に適した速度に達したら、ス

ロットルを閉じます。

1. シフトペダル
2. ニュートラル

1

1
2
3

N

2
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5. ギヤを2 速に入れ、シフトペダルを放し

ます。

6. 少しづつスロットルを開けます。

7. 次のギヤに変速する時は同じ手順で行っ

てください。 

JAU16710

減速のしかた
1. スロットルを完全に閉じます。前輪ブ

レーキと後輪ブレーキを同時に徐々にか

けます。

2. 順にシフトダウンして行き、車両が停止

したらギヤをニュートラルに入れます。 

JAU44680

ブレーキ
1.スロットルを完全に閉じます。

2.前輪ブレーキと後輪ブレーキを同時に、

徐々にかけます。

前輪ブレーキ

後輪ブレーキ  

JWA14571

 

● 急ブレーキ（特に車体が傾いているとき）

は避けてください。車両が滑ったり、転倒

するおそれがあります。 

● 濡れた地面でのブレーキングはより難し

いことを覚えていてください。 

● 坂を下っているときのブレーキングはと

ても難しいものです。下り坂はゆっくり走

行してください。 

● 連続したブレーキ操作は避けてください。

ブレーキ部の温度が上昇し、ブレーキの効

きが悪くなるおそれがあります。
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JAU39920

ならし運転
最初の５時間のならし運転は、エンジンの寿

命にとって重要です。同じようにこの期間、

ライダーがバイクになれることも重要です。

以下の説明をよくお読みください。

エンジンは新品ですので、最初の５時間は過

度な負荷をかけないでください。エンジン内

の各部品が互いに摩擦、摺動することで正し

い作動クリアランスとなります。この期間

中、エンジンのオーバーヒートになりかねな

い長時間の全開運転は避けてください。しか

し、短時間（最大２～３秒）であれば、ス

ロットルを全開にしてもエンジンに悪影響

はありません。スロットルを全開にする操作

は、休み休み行ってください。また、熱を

持ったエンジンを冷やすために、低速で走行

しながら行ってください。

ならし運転後、部品がゆるんでいないか、オ

イル洩れや問題がないかを念入りに点検し

てください。特にケーブルやドライブチェー

ンのゆるみ、スポークのゆるみの点検、調整

をしてください。さらに、各部のゆるみを点

検し、必要であれば締め付けます。 

 JCA10270

ならし運転の間にエンジントラブルが発生

したときは、すぐにヤマハ販売店にて車両を

点検してください。  

JAU17190

駐車
駐車するときは、エンジンを止め、フューエ

ルコックを OFF にします。 

JWA10310

 

● エンジンとエキゾーストシステムは非常

に高温になることがあるので、歩行者や子

供がそうしたものに触れないような場所

に駐車してください。 

● 斜面や軟弱な地面には駐車しないでくだ

さい。車が転倒するおそれがあります。
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点検整備 

JAU17291

安全を保つことは所有者の義務のひとつで

す。定期的な点検、調整や注油によって、車

両の安全性と本来の性能を保つことができ

ます。点検、調整や注油の重要なポイントに

ついて以下の各ページで説明します。  

JWA10320

整備作業について自信がない場合は、ヤマハ

販売店に作業を依頼してください。  

JAU42370

定期点検整備
車両の正しい定期点検整備は、長くバイクを

楽しんでいただく上で重要です。また、エン

ジンが充分に性能を発揮するためにも重要

です。整備には、各種のデータ、知識、器具

が必要です。ヤマハ販売店は、これらの整備

を行なう上での訓練を受けており、設備も備

わっています。  

JWA10340

ヤマハが認可しない改造は、性能を低下させ

たり、排気ガスを悪化させたり、安全性を低

下させたりするおそれがあります。変更を行

う前にヤマハ販売店にご相談ください。  

JAU17310

サービスツール
本書に書いてある整備情報と、サービスツー

ルに含まれる工具は、所有者がトラブル防止

のための整備と簡単な修理を実行する際に

役立てることができます。しかし、整備作業

を正しく行うためには、トルクレンチなど別

の工具が必要になります。

整備に必要な工具や経験をお持ちでない場

合は、ヤマハ販売店に作業を依頼してくださ

い。 

JWA10340

ヤマハが認可しない改造は、性能を低下させ

たり、排気ガスを悪化させたり、安全性を低

下させたりするおそれがあります。変更を行

う前にヤマハ販売店にご相談ください。
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JAU41763

定期点検整備項目と給油 

● 160 時間以降は、40時間の点検項目に戻って点検整備を繰り返してください。 

● * 印の項目は、特殊工具、データ、技能を必要とするため、ヤマハ販売店に点検整備をご依頼ください。
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著しく湿気やほこりの多い地域で走行している場合は、通常より頻繁にエアクリーナーエレメントを点検整備する必要があります。
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JAU42230

スパークプラグの点検
スパークプラグはエンジンの重要な部品の

ひとつですが、簡単に点検することができま

す。熱や堆積物のため、どんなスパークプラ

グでも徐々に腐食が進みますから、スパーク

プラグは必ず「定期点検整備項目と給油」に

従って取り外し、点検してください。また、

スパークプラグの状態によって、エンジンの

状態が分かることもあります。

スパークプラグの取り外しかた
1. スパークプラグキャップを取り外しま

す。

2. 図のようにスパークプラグを取り外しま

す。スパークプラグレンチはサービス

ツールの中にあります。

スパークプラグの点検のしかた
1. スパークプラグの中心電極の周りのガイ

シが淡いキツネ色になっているかを点検

します。（淡いキツネ色に焼けているのが

理想です。）

スパークプラグが明らかに違う色を示して

いる場合は、エンジンが適正に運転されてい

ない可能性があります。このようなときはご

自分で判断を行わずにヤマハ販売店で車の

点検を受けてください。

2. スパークプラグを調べて電極の腐食や過

度のカーボンやその他の堆積物がないか

を確認し、必要に応じてスパークプラグ

を交換します。

スパークプラグの取り付けかた
1. シックネスゲージでスパークプラグの

ギャップを測定し、必要に応じて規定値

に合うようにギャップを調整します。

2. スパークプラグガスケットの表面と、そ

の合わせ面を清掃し、スパークプラグの

ねじ山に汚れがあればふき取ります。

3. スパークプラグレンチを使ってスパーク

プラグを取り付け、規定のトルクで締め

付けます。

1. スパークプラグキャップ

1

1. プラグレンチ

1

指定スパークプラグ：

NGK/BPR6HS

1. プラグギャップ

スパークプラグギャップ：

0.6 –0.7 mm

1

4BC-9-J9 6 ページ ２００７年６月１４日　木曜日　午前１０時４５分



点検整備 

6-7

 

2

3

4

5

6

7

8

9

スパークプラグを取り付けるときにトルク

レンチが利用できない場合、指で締め付けて

から 4 分の1 から2 分の1 回転させると、

ほぼ正しい締め付けトルクになります。しか

し、できるだけ早く規定の締め付けトルクで

締め付けを行ってください。

4. スパークプラグキャップを取り付けま

す。 

JAU41100

パワーリダクションプレートの取
り外しかた
エンジン性能を最大に引き出すには、パワー

リダクションプレートを取り外す必要があ

ります。 

JWA14580

排気系統の部品に触る前に、排気システムを

冷やしてください。

1.エキゾーストマニホールド取付ボルトを

外し、エキゾーストマニホールドを取り

外します。

2.ガスケットを取り外します。

3.パワーリダクションプレートを取り外し

ます。

パワーリダクションプレートは、再度使用す

る場合に備え、取扱説明書といっしょに保管

しておいてください。

4.ガスケットとエキゾーストマニホールド

を取り付け、エキゾーストマニホールド

取付ボルトを締め付けます。

締め付けトルク：

スパークプラグ：

25 Nm (2.5 m・kgf)

1. エキゾーストマニホールド取付ボルト

1

1. エキゾーストマニホールド
2. ガスケット
3. パワーリダクションプレート

締め付けトルク：

エキゾーストマニホールド取付ボル

ト：

18 Nm (1.8 m・kgf)

2
1

3
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JAU19942

トランスミッションオイル
トランスミッションオイル量は乗車前に毎

回、点検してください。また、トランスミッ

ションオイルは「定期点検整備項目と給油」

に指定されている時期に交換してください。

トランスミッションオイル量の点検

1. 車を平坦なところで垂直に立てます。

オイル量を点検するときは、車体が直立して

いることを確認してください。傾いていると

正しく読み取れません。

2. 数分間待って、オイルが安定してからオ

イル注入口のキャップを外し、オイルレ

ベルゲージをきれいに拭いてオイル注入

口に（ねじ込まないで）差し込み、もう

一度取り出してオイル量を点検します。

オイル量はフルレベルとロアレベルの間に

あるようにしてください。

3. もしもオイルの量がフルレベルに満たな

い場合は、推奨されたオイルを規定のレ

ベルまで補充します。

4. オイルレベルゲージをオイル注入口に差

し込み、キャップを締めます。

トランスミッションオイルの交換

1. エンジンを始動し、数分間運転してから

停止します。

2. 使用済みのオイルを回収するため、トラ

ンスミッションの下にオイルトレーを置

きます。

3. オイル注入口のキャップとトランスミッ

ションオイルドレンボルトを取り外し、

トランスミッションからオイルを抜き取

ります。

4. トランスミッションオイルドレンボルト

を取り付け、規定トルクで締め付けます。

5. 規定量の推奨トランスミッションオイル

を補充してから、オイル注入口のキャッ

プを取り付けてしっかりと締めます。 

 JCA10452

 

● クラッチの滑りを防ぐため（トランスミッ

ションオイルにはクラッチの潤滑作用も

1. オイル注入口キャップ
2. オイルレベルゲージ
3. フルレベル
4. ロアレベル

2

3
4

1

1

1. トランスミッションオイルドレンボルト

1

締め付けトルク :

トランスミッションオイルドレンボ

ルト：

20 Nm (2.0 m・kgf)

推奨オイル:

（7-3 ページ参照）

オイル容量:

0.65 L
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あるため）、いかなる化学添加剤も混ぜな

いでください。ディーゼル車用の CD級オ

イルや、指定よりも高いグレードのオイル

は使わないでください。また、ENERGY

CONSERVING II 以上のラベルのついた

オイルは使わないでください。 

● トランスミッションに異物が入らないよ

うに注意してください。

6. エンジンを始動し、数分間アイドリング

させながら、トランスミッションオイル

の漏れがないかを点検します。もし、漏

れていたらエンジンをただちに停止し、

原因を調べてください。 

JAU41161

エアクリーナーエレメントの清掃
エアクリーナーエレメントは「定期点検整備

項目と給油」で指定する時期に点検整備を

行ってください。ほこりの多い場所や湿気の

多い場所を走行する機会が多い場合は、指定

の時期より早めにエアクリーナーエレメン

トを清掃してください。

1.スクリューを外し、エアクリーナーケー

スカバーを取り外します。 2.エアクリーナーエレメントを取り外し、

きれいな灯油で洗浄して軽くしぼりま

す。

1. エアクリーナーケースカバー
2. スクリュー

2

2

1

1. エアクリーナーエレメント
2. エアクリーナーケースカバー

1

2
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3. ME-R フィルターオイルをエアクリー

ナーエレメントの表面全体に塗布して

から、布切れなどで包み、しぼります。

エアクリーナーエレメントは湿った状態に

しますが、オイルがたれる程にはしないでく

ださい。

4. エアクリーナーエレメントをエアクリー

ナーケースカバーに取り付けます。 

 JCA10480

 

● エアクリーナーエレメントがエアクリー

ナーケースに正しく装着されていること

を確認してください。 

● エアクリーナーエレメントを取り付けな

いままエンジンを始動しないでください。

これを行うと、ピストンやシリンダーの摩

耗が激しくなります。

5. エアクリーナーケースカバーを取り付

け、スクリューを締め付けます。 

JAU41231

スパークアレスターの清掃
スパークアレスターは「定期点検整備項目と

給油」に示された時期に清掃を行ってくださ

い。 

JWA10980

 

● 排気系統の部品に触れる前に、排気システ

ムを冷やしてください。  

● 排気系統を清掃する時は、エンジンを始動

しないでください。

風通しが良く、可燃物がない場所でスパーク

アレスターの清掃を行ってください。

1. ボルトを取り外してテールパイプをマフ

ラーから引き出します。

指定オイル :

ME-Rフィルターオイル
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2. テールパイプを軽くたたいてからワイ

ヤーブラシを使ってテールパイプのス

パークアレスター部分と内部に堆積した

カーボンを取り除きます。

3.テールパイプをマフラーに差し込み、規

定のトルクでボルトを締め付けます。

テールパイプを差し込むとき、ボルトの穴が

正しく合うようにしてください。  

JAU39930

キャブレターの調整
キャブレターはエンジンの重要な部品で、非

常に高度な調整が要求されます。キャブレ

ターの調整はヤマハ販売店で行ってくださ

い。ただし、以下に示す調整は日常の整備の

ひとつとしてユーザーでも調整できます。  

 JCA10550

キャブレターは工場で調整され、広範囲にテ

ストを受けています。技術的な知識がない人

がセッティングを変更すると、エンジン性能

が低下したり、エンジンを損傷することがあ

ります。

1. ボルト

1. テールパイプ
2. スパークアレスター
3. ボルト

1

2 3
1

締め付けトルク:

テールパイプボルト:

7.5 Nm (0.8 m・kgf)
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JAU42241

エンジンアイドリング回転数の調
整
エンジンアイドリング回転数は「定期点検整

備項目と給油」に従って点検し、必要に応じ

て以下の手順で調整を行ってください。

この調整を行うには、測定用のタコメーター

が必要です。

1. 測定用のタコメーターをスパークプラグ

のリード線に取り付けます。

2. エンジンをかけて1000～ 2000 回転

で数分間運転します。この間、ときどき

4000～ 5000 回転まで、回転を上げ

ます。

スロットルレスポンスが良くなれば、エンジ

ンは暖まっています。

3. エンジンのアイドリング回転数を点検し

ます。調整が必要な場合は、スロットル

ストップスクリューを調整しながら規定

のエンジン回転数に設定します。エンジ

ン回転数を上げるにはスクリューを (a)

方向に回します。エンジン回転数を下げ

るにはスクリューを(b)方向に回します。

以上の手順で規定のアイドリング回転数に

設定できない場合、ヤマハ販売店で調整を

行ってください。  

JAU21370

スロットルケーブルの遊びの調整

スロットルケーブルの遊びは、スロットルグ

リップ部分で 3.0 –5.0mm です。スロット
ルケーブルの遊びは定期的に点検し、必要に

応じて以下の手順で調整を行ってください。

スロットルケーブルの遊びを調整する前に、

エンジンのアイドリング回転数の調整を正

確に行う必要があります。

1. ロックナットをゆるめます。

2. スロットルケーブルの遊びを増やすとき

はアジャスターを (a) 方向に、スロット

ルケーブルの遊びを減らすときはアジャ

スターを (b) 方向に回します。

1. スロットルストップスクリュー

アイドリング回転数：

1650 –1750 r/min

1
(a)(b)

1. 遊び

1
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3. ロックナットを締め付けます。 

JAU39820

タイヤ
車の性能と耐久性を最大限に引き出しなが

ら安全に乗っていただくために、指定のタイ

ヤについて以下の点に注意してください。

タイヤ空気圧
タイヤ空気圧は乗車前に毎回点検して、必要

に応じて調整してください。  

JWA14380

 

● 空気圧の確認は、タイヤが冷えている状態

で ( タイヤの温度と外気温が同じ時に )

行ってください。 

● タイヤ空気圧は運転者の体重、走行速度と

走行状況を考慮して調整してください。

タイヤの点検

タイヤは乗車前に毎回点検してください。タ

イヤ中央の溝の深さが使用限度に達してい

たり、釘やガラスの破片が刺さっていたり、

あるいはサイドウォールに異常がある場合

は、ヤマハ販売店で点検整備を受けてくださ

い。

タイヤの情報
この車はスポークホイールとチューブタイ

ヤを装備しています。

1. ロックナット
2. アジャスター

1 2

(a)

(b)

タイヤ空気圧 :

前輪 :

100 kPa (1.00 kgf/cm 2)

後輪 :

100 kPa (1.00 kgf/cm 2)

1. サイドウォール
2. 溝の深さ

タイヤの溝の深さの使用限度:

4.0 mm

1

2
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JWA10460

 

● 前後輪ともに同じメーカー、同じデザイン

のタイヤを使用してください。そうしな

かった際のハンドリングの特性について、

一切保証しません。  

● ヤマハ発動機株式会社が、長期試験を経て

このモデル用に認定したタイヤは、下記の

リストのものです。  

JWA14560

 

● 過度にすり減ったタイヤはヤマハ販売店

で交換してください。過度にすり減ったタ

イヤで運転すると操縦安定性が低下し、正

常なハンドリングができなくなるおそれ

があります。 

● タイヤを含め、ホイールやブレーキ関連の

部品交換は、ヤマハ販売店で行ってくださ

い。 

JAU21940

スポークホイール
バイクの性能と耐久性を最大限に引き出し

ながら、永く、安全に乗っていただくため

に、指定ホイールに関する以下のポイントに

注意してください。  

● ホイールのリムにひびや曲がり、歪みやス

ポークのゆるみ、損傷がないか、乗車前に

毎回点検してください。損傷があった場

合、ヤマハ販売店でホイールを交換してく

ださい。ホイールに関してはたとえ小さな

修理であっても行わないでください。変形

したり、ひびが入っているホイールは必ず

交換してください。  

● タイヤかホイールのどちらかを交換した

ら、必ずホイールのバランス取りを行って

ください。ホイールのバランスが取れてい

ないと、性能の低下やハンドリング特性の

悪化、タイヤの寿命が縮まるおそれがあり

ます。 

● タイヤの交換をした後は、まず「ならし運

転」をしてタイヤ表面に最適な特性が発揮

出来るまでスピードを出し過ぎないでく

ださい。

前輪 :

サイズ:

2.50-14 4PR

メーカー／型式 :

CHENG SHIN/KNOBBY

後輪 :

サイズ:

3.00-12 4PR

メーカー／型式 :

CHENG SHIN/KNOBBY
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JAU40431

アクセサリーと交換部品  

JWA14481

アクセサリーや交換部品は、この車用に設計

されたものでなければなりません。また、設

計上の本来の安定性が維持されるよう、確実

に装着されなければなりません。ヤマハ純正

部品とアクセサリーは、あなたのお車に合う

よう設計され、テストされています。ご購入

前にヤマハ純正部品とアクセサリーのこと

を考慮に入れてください。ヤマハが認可して

いないアクセサリーや交換部品の使用は、操

縦安定性や安全運転に支障があることもあ

ります。ヤマハは他社製のアクセサリーや部

品の品質について管理できませんので、ヤマ

ハが認可していない部品の使用によって起

きるあらゆる結果に対しては責任を負いか

ねます。 

JAU22120

ブレーキレバーの遊びの調整

ブレーキレバーの遊びはレバー先端部で

10.0 –20.0 mmです。ブレーキレバーの遊
びは定期的に点検し、必要に応じて以下の手

順で調整を行ってください。

1.ブレーキレバー部のロックナットをゆる

めます。

2.ブレーキレバーの遊びを増やすときはア

ジャスターを (a)方向に回します。ブレー

キレバーの遊びを減らすときはアジャス

ターを (b) 方向に回します。

3.上記の説明のようにブレーキレバーの遊

びの量が調整できない場合、以下の手順

に進んでください。

4.ブレーキレバーのアジャスターを (a) 方

向にいっぱいまで回して、ブレーキケー

ブルをゆるめます。

5.ブレーキシュープレート部のロックナッ

トをゆるめます。

6.ブレーキレバーの遊びを増やすときはア

ジャスターを(a)方向に回します。ブレー

キレバーの遊びを減らすときはアジャス

ターを (b) 方向に回します。

7.ブレーキシュープレート部のロックナッ

トとブレーキレバー部のロックナットを

締め付けます。

1. 遊び
2. ロックナット
3. アジャスター

1

2
3

(a)

(b)

1. ロックナット
2. アジャスター

1

2
(a)

(b)
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JAU44670

ブレーキペダルの遊びの調整

ブレーキペダルの遊びは図に示す位置で

10.0 –20.0 mmです。ブレーキペダルの遊
びは定期的に調べて、必要なら以下の手順で

調整します。

ブレーキペダルの遊びを増やす時はブレー

キ調整用のアジャスターを (a) 方向に、ブ

レーキペダルの遊びを減らす時はブレーキ

調整用のアジャスターを (b) 方向に回しま

す。 

JWA14820

 

● ドライブチェーンの張り調整後やリヤホ

イールの脱着後は、必ずブレーキペダルの

遊びを点検してください。 

● 説明のとおりに正しく調整できない場合

には、ヤマハ販売店に調整を依頼してくだ

さい。  

JAU42250

前輪ブレーキシューと後輪ブレー
キシューの点検
前輪および後輪ブレーキシューは「定期点検

整備項目と給油」で指定された時期に点検し

てください。

ブレーキシューの点検を行うには、ホイール

を取り外す必要があります。  

● フロントホイールの取り外しかた：（6-22

ページ参照） 

● リヤホイールの取り外しかた：（6-24ペー

ジ参照）

前輪

1. 遊び

1

1. アジャスター

1

(a)

(b)
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後輪

ブレーキシューの厚さが1.5mm以下のとき

は、ヤマハ販売店でブレーキシューの交換を

行ってください。

ブレーキシューの厚さを測るときは、一番薄

い部分で測ってください。  

JAU22760

ドライブチェーン 

JAU22773

ドライブチェーンの点検

サイドスタンドを立て、前後スプロケット間

のチェーン中央部を手で上下に動かし、たわ

み量が規定の範囲にあるかをスケールなど

で点検します。

ドライブチェーンのたわみ量を点検すると

きは、シートに荷重を掛けないで、リヤクッ

ションが伸びきった状態で行います。

また、リヤホイールを浮かし、タイヤを手で

ゆっくり回しながらチェーンが滑らかに回

転するか、給油は充分かを点検します。  

JAU42380

チェーンの張り調整
1.セルフロッキングナットと、スイング

アーム両側のロックナットをゆるめま

す。

2.チェーンを張るにはドライブチェーン調

整ナットを (a) 方向に回します。チェー

ンをゆるめるにはドライブチェーン調整

ナットを (b) 方向に回して、リヤホイー

ルを前側へ押します。

1. ドライブチェーンのたわみ量

1

ドライブチェーンたわみ量：

40.0 –53.0 mm

1. アジャスター
2. ロックナット
3. ドライブチェーン調整ナット
4. ホイールアクスル

2

1

4
3
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ドライブチェーン調整ナットは左右均等に

調整します。（刻み目盛りを左右同位置にし

ます。） 

 JCA10570

ドライブチェーンの遊びが正しく調整され

ていないとエンジンなどの重要な部品に過

負荷が発生し、チェーンの滑りや破損が生じ

るおそれがあります。これらを予防するた

め、ドライブチェーンのたわみ量は規定の量

に保つようにしてください。

3. 調整後、スイングアーム両側のロック

ナットおよびセルフロッキングナットを

規定のトルクで締め付けます。

4. ブレーキペダルの遊びを調整します。

（6-16ページ参照） 

JAU23013

ドライブチェーンの給油
1. リヤホイールを浮かし、ホイールを手で

ゆっくり回しながらチェーンやスプロ

ケットに付着した泥や汚れを、柔らかい

ブラシなどで落とします。その後、ME

スーパーチェーンクリーナーで洗浄しま

す。

2. チェーンを乾燥させた後、リヤホイール

を手でゆっくり回しながら、チェーンに

ME-180チェーンオイルを給油します。

1. 刻み目盛り
2. ドライブチェーン調整ナット
3. ロックナット
4. ワッシャー
5. セルフロッキングナット

5

4

2
1

(a)

(b)

3

締め付けトルク :

ロックナット :

6.5 Nm (0.7 m・kgf)

セルフロッキングナット :

60 Nm (6.0 m・kgf)
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JAU41840

ケーブルの点検と注油
すべてのコントロールケーブルの作動性の

状態は、乗車前に毎回点検し、必要に応じて

ケーブルとケーブルのエンド部に注油しま

す。ケーブルが損傷していて、スムーズに動

かない場合は、ヤマハ販売店に点検整備を依

頼してください。  

JWA10710

ケーブルのアウターハウジングに損傷があ

ると錆が発生し、ケーブルの作動を妨げる原

因となります。危険な状態を防止するため、

損傷を受けたケーブルはできるだけ早く交

換してください。  

JAU42260

スロットルグリップおよびケーブ
ルの点検と注油
スロットルグリップの作動は、乗車前に毎回

点検してください。また、ケーブルは、「定

期点検整備項目と給油」で指定する時期に注

油してください。 

JAU42270

オートルーブポンプの調整
オートルーブポンプはエンジンの重要で繊

細な部品です。「定期点検整備項目と給油」

で指定する時期にしたがってヤマハ販売店

で調整を行ってください。

推奨する潤滑剤：

ME-180ワイヤーグリース
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JAU44270

ブレーキペダルおよびシフトペダ
ルの点検と注油

ブレーキペダルおよびシフトペダルは、乗車

前に毎回作動を点検し、必要に応じて作動部

に注油してください。 

JAU43620

ブレーキレバーの点検と注油

ブレーキレバーは、乗車前に毎回作動を点検

し、必要に応じて作動部に注油してくださ

い。  

JAU23200

サイドスタンドの点検と注油

サイドスタンドは、乗車前に毎回作動を点検

し、必要に応じて作動部に注油してくださ

い。 

JWA10730

サイドスタンドの動きがスムーズでない場

合は、ヤマハ販売店に点検、修理を依頼して

ください。

推奨する潤滑剤：

ヤマハグリースB

推奨する潤滑剤：

ヤマハグリースB

推奨する潤滑剤：

ヤマハグリースB
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JAU42280

フロントフォークの点検
フロントフォークの状態と作動は、「定期点

検整備項目と給油」で指定する時期に、次の

手順で点検してください。

外観の点検 

JWA10750

車体はしっかりと支持して、転倒する危険が

ないようにしてください。

チューブにかき傷や損傷、過度のオイル漏れ

がないか点検します。

作動の点検
1. 車体を平坦な場所に立て、直立した状態

に保ちます。

2. 前輪ブレーキをかけながらハンドルを数

回強く押し下げて、フォークがスムーズ

に圧縮し、弾力があるか確認します。 

 JCA10590

何らかの損傷が見られたり、フロントフォー

クがスムーズに作動しない場合は、ヤマハ販

売店に点検、修理を依頼してください。  

JAU42290

ステアリングの点検
ステアリングのベアリングが摩耗していた

り緩んでいたりすると、大変危険です。した

がって、「定期点検整備項目と給油」で指定

する時期にステアリングの作動性を点検し

てください。

1.エンジンの下部にスタンドを置いて、前

輪を浮かせます。  

JWA10750

車体はしっかりと支持して、転倒する危険が

ないようにしてください。

2.フロントフォークの先端をつかんで、前

後に動かし、異常なガタつきがある場合

は、ヤマハ販売店にステアリングの点検、

修理を依頼してください。
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JAU42300

ホイールベアリングの点検
前輪および後輪のホイールベアリングは、

「定期点検整備項目と給油」で指定する時期

にしたがって注油してください。ホイールハ

ブに遊びがあったり、ホイールがスムーズに

回転しない場合は、ヤマハ販売店でホイール

ベアリングの点検整備を受けてください。 

JAU24350

車体の支持
このモデルはメインスタンドを装備してい

ませんので、フロントホイールやリヤホイー

ルを取り外したり、車体を支持する必要のあ

る整備を行う際には以下に示すようにして

車体を支持してください。

フロントホイール
1. 車体の後部をオートバイ用のスタンドを

使って支持します。オートバイ用のスタ

ンドがない場合はリヤホイール前方のフ

レーム下部にジャッキをかけて支持して

ください。

2. オートバイ用スタンドを使ってフロント

ホイールを地面から持ち上げます。

リヤホイール
オートバイ用スタンドを使ってリヤホイー

ルを地面から持ち上げます。オートバイ用の

スタンドがない場合はリヤホイール前方の

フレーム下部、またはスイングアームの両側

にジャッキをかけて支持してください。  

JAU24360

フロントホイール  

JAU41531

フロントホイールの取り外しかた 

JWA10820

 

● ホイールの修理は、ヤマハ販売店に依頼す

ることをおすすめします。 

● 車体はしっかりと支持して、転倒する危険

がないようにしてください。

1. ボルトを外し、ブレーキケーブルホル

ダーを取り外します。

2. フロントホイールハブ側のロックナット

をゆるめ、アジャスターを（a）方向に

一杯に締め込みます。

1. ブレーキケーブルホルダー
2. ボルト

2
1
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3. ブレーキレバー側のロックナットをゆる

め、アジャスターを（a）方向に一杯に

締め込みます。

4.ブレーキケーブルをブレーキレバーから

取り外します。

5.ブレーキケーブルをブレーキカムシャフ

トレバーから取り外します。

6.フロントホイールハブ側のアジャスター

とロックナットを取り外します。

7.セルフロッキングナットとワッシャーを

取り外します。

8.フロントホイールを地面から持ち上げま

す。（6-22ページ参照）

9.ホイールアクスルを引き抜いて、フロン

トホイールを取り外します。  

JAU41550

フロントホイールの取り付けかた
1.ホイールハブにブレーキシュープレート

を図のように取り付けます。

2.フロントフォークの間にホイールを持ち

上げます。

ブレーキシュープレートの溝にフロント

フォークのリテーナーが合うように組み付

けます。

1. アジャスター
2. ロックナット
3. ブレーキカムシャフトレバー

1. アジャスター
2. ロックナット

3

1

2

(a)

2
1

(a)

1. ワッシャー
2. セルフロッキングナット

2
1

1. ブレーキシュープレート

1
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3. ホイールアクスルを差し込み、ワッ

シャーとセルフロッキングナットを取り

付けます。

4. フロントホイールを下げて地面に接地さ

せます。

5. ブレーキシュープレートにブレーキケー

ブルを取り付けます。

6. ブレーキレバーにブレーキケーブルを取

り付けます。

7. ブレーキケーブルホルダーを取り付け、

ボルトを取り付けます。

8. セルフロッキングナットを規定のトルク

で締め付けます。

9. ブレーキレバーの遊びの調整を行いま

す。（6-15ページ参照）

10.ハンドルバーを何度か強く上下に押し

て、フロントフォークが正常に作動する

か確認します。 

JAU25080

リヤホイール  

JAU41560

リヤホイールの取り外しかた 

JWA10820

 

● ホイールの修理は、ヤマハ販売店に依頼す

ることをおすすめします。 

● 車体はしっかりと支持して、転倒する危険

がないようにしてください。

1. セルフロッキングナットをゆるめます。

2. アジャスターを取り外し、ブレーキロッ

ドをブレーキカムシャフトレバーから取

1. リテーナー

1

締め付けトルク：

セルフロッキングナット：

35 Nm (3.5 m・kgf)

1. ドライブチェーン調整ナット
2. ロックナット
3. チェーンプラー
4. ワッシャー
5. セルフロッキングナット

5

4

1 2

3
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り外します。

3. コッタピン、ナット、ボルトを取り外し、

トルクロッドをブレーキシュープレート

から取り外します。

4. スイングアーム両側のロックナットとド

ライブチェーン調整ナットをゆるめま

す。

5.リヤホイールを地面から持ち上げます。

（6-22ページ参照）

6.セルフロッキングナットとワッシャーを

取り外し、ホイールアクスルを引き抜き

ます。

7.ホイールを前方に押して、チェーンをリ

ヤスプロケットから取り外します。

ホイールを取り外したり、取り付けたりする

ためにチェーンを分解する必要はありませ

ん。

8.スペーサー、チェーンプラーを取り外し、

ホイールを後ろに引いて取り外します。  

JAU41570

リヤホイールの取り付けかた
1.リヤスプロケットにドライブチェーンを

かけます。

2.チェーンプラーとスペーサーを取り付

け、ホイールを取り付けます。その後右

側からホイールアクスルを差し込みま

す。

3.ブレーキロッドをブレーキカムシャフト

レバーに取り付け、ブレーキロッドにア

ジャスターを取り付けます。

4.ブレーキトルクロッドをブレーキシュー

プレートに取り付け、ボルトとナットを

取り付けます。その後ナットを規定のト

ルクで締め付けます。

5.ブレーキトルクロッド取付ボルトに、新

品のコッタピンを取り付けます。  

JWA10830

コッタピンは常に新品を使用してください。

6.ワッシャーとセルフロッキングナットを

取り付け、リヤホイールを下げて地面に

接地させます。

7.チェーンの張り調整を行います。（6-17

ページ参照）

8.セルフロッキングナットを規定のトルク

1. アジャスター
2. スペーサー
3. チェーンプラー
4. ホイールアクスル
5. ドライブチェーン調整ナット
6. ロックナット
7. トルクロッド
8. ボルト
9. コッタピン
10. ナット
11. ブレーキロッド

1

6
5

2

4

7

9
8

10

3

11

締め付けトルク：

ブレーキトルクロッド取付ナット：

15.5 Nm (1.6 m・kgf)
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で締め付けます。

9. ブレーキペダルの遊びの調整を行いま

す。（6-16ページ参照） 

JAU25850

こんなときは
ヤマハ車は工場から出荷前に入念に点検さ

れていますが、使用中にトラブルが発生する

ことがあります。燃料、圧縮、点火装置のト

ラブルは始動不良やパワーの低下を引き起

こす原因となります。

次ページのトラブルシューティングチャー

トには、これらの重要なシステムをご自身で

点検するための手軽な手順が記載されてい

ます。点検して、修理の必要がある場合には

ヤマハ販売店に車両を持ち込んでください。

専用の工具を使って経験、知識の豊富な整備

士が適切に修理を行います。

部品を交換するときは、必ずヤマハ純正部品

を使用してください。類似部品は、ヤマハ純

正部品と似ていますが、しばしば性能で劣る

ことがあり、長持ちしないため、結局、修理

費用が高くつくことがあります。

締め付けトルク：

セルフロッキングナット：

60 Nm (6.0 m・kgf)
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JAU25971

トラブルシューティングチャート  

JWA10840

燃料系統は、必ずタバコなどの火気がないところで点検作業してください。
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お車の手入れと保管 

JAU40462

お車の手入れ
いつまでも車を長持ちさせるために、お手入

れをしてください。すみずみまで清掃すれ

ば、普段気付かない異状箇所や摩耗が発見で

き、故障の予防にもなります。

清掃前
1. エンジンが冷えた後、マフラー出口をビ

ニール袋で覆います。

2. スパークプラグキャップを含む全ての電

装カプラ－やコネクター、およびキャッ

プやカバーが正しく取り付けられている

ことを確認します。

3. クランクケース上の焼き付いたオイルの

ような落ちにくい汚れは、脱脂剤とブラ

シで取ってください。ただし、脱脂剤を

シール、ガスケット、スプロケット、ド

ライブチェーン、ホイールアクスルには

決して使わないでください。汚れと脱脂

剤は水で洗い落としてください。

清掃 

 JCA10771

 

● 強酸性のホイールクリーナーの使用（特に

スポークホイールへの使用）は避けてくだ

さい。落ちにくい泥汚れを落とすのにこの

ような製品を使用する場合は、クリーナー

の使用説明書で指示された時間以上は決

して放置しないでください。また水で完全

に洗い流したあと、すぐに乾かし、防錆潤

滑剤を塗布してください。 

● ウィンドシールド、ヘッドライトレンズ、

メーターレンズ、カウル、パネルなどのプ

ラスチック部品は、清掃のしかたを誤ると

損傷します。柔らかい清潔な布やスポンジ

を使用し、中性洗剤と水で清掃してくださ

い。 

● コンパウンドの入ったワックスは、プラス

チック部品を傷つけますので使用しない

でください。強力洗剤、研磨剤、溶剤、シ

ンナー、燃料（ガソリン）、錆取り剤、錆

止め剤、ブレーキフルード、不凍液、バッ

テリー液などの付着した布やスポンジは

使用しないでください。  

● 高圧洗車機やスチーム洗浄機は使用しな

いでください。水が侵入し以下の部分の故

障の原因となります。：シール類（ホイー

ルやスイングアームのベアリング、フロン

トフォーク、ブレーキ）、電装品（カプ

ラー、コネクター、計器、スイッチ、ライ

ト）、ブリーザーホース、ベントホース 

● ウィンドシールドを装備している車両に

ついて：強力なクリーナーや固いスポンジ

は、曇りや傷の原因となりますので使用し

ないでください。プラスチック用コンパウ

ンドの中には、ウインドシールドを傷付け

るものがあります。あらかじめ目立たない

場所で試してからご使用ください。ウイン

ドシールドに傷がついた場合は、洗車した

あとで、試用して確認済みのプラスチック

用コンパウンドを使用してください。

通常の使用後

汚れをぬるま湯、中性洗剤、清潔で柔らかな

スポンジで落としてください。その後、きれ

いな水で完全に洗い流してください。手の届

きにくい箇所は、歯ブラシあるいは細めの毛

ブラシを使用してください。落ちにくい汚れ

や虫の死骸などは、清掃前に濡れた布を２～

３分間かぶせておくと落ちやすくなります。

雨天、あるいは海辺での走行後

海水に含まれる塩分は腐食性が高いため、雨

天あるいは海辺での走行をする度に以下の

手順で清掃を行なってください。

1. エンジンが冷えた後、車を冷水と中性洗

剤で洗車します。 

 JCA10790

温水は塩分の腐食性を促進させますので、使

用しないでください。
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2. メッキ部を含む全ての金属の表面に、腐

食を防ぐために防錆潤滑剤をかけてくだ

さい。

洗車後
1. セーム皮か吸収性のある布で水気をよく

拭き取り、乾かします。

2. すみやかにドライブチェーンを乾かし、

錆を防ぐため ME-180 チェーンオイル

を給油します。

3. 金属磨き剤を使ってエキゾーストシステ

ムを含むクローム、アルミニウム、ステ

ンレス部品を磨きます。（ステンレスエキ

ゾーストシステムが熱によって引き起こ

された変色も、金属磨き剤で取り除くこ

とができます。）

4. 腐食を防ぐため、メッキ部を含む全ての

金属の表面に、防錆潤滑剤をかけること

をおすすめします。

5. スプレーオイルを使用して残った汚れを

取り除きます。

6. 石はねなどによる塗装面の傷を修正しま

す。

7. 塗装面にワックスをかけます。

8. 保管またはカバーをかける前に車を完全

に乾かします。 

JWA14500

 

● ブレーキやタイヤには、オイルやワックス

を付着させないでください。  

● 必要なら、温水と中性洗剤でタイヤを洗浄

してください。洗浄後、低速で走行してブ

レーキやコーナリング性能を点検してく

ださい。 

 JCA10800

 

● スプレーオイルやワックスは少量を塗布

し、拭き残しのないようにしてください。  

● ゴムやプラスチックの部品に、プラスチッ

ク、ゴム用以外のオイルやワックスを塗布

しないようにしてください。  

● 研磨剤は塗装が剥がれる原因となります

ので、使用しないでください。

アフターケア用品についてはヤマハ販売店

にご相談ください。  

JAU40651

保管のしかた
短期の保管
常に涼しくて乾燥した場所に保管してくだ

さい。必要であれば、通気性のあるカバーを

かけてほこりを防いでください。  

 JCA10810

 

● 水分が残ったまま、通気性の悪い場所で車

両を保管したり、通気性のないカバーをか

けたりすると、錆の原因となります。  

● 錆を防ぐため、湿気のある場所、家畜小屋

（アンモニアが発生するため）、強力な薬品

が保管されている場所を避けてください。

長期の保管
数か月間車を保管する前に：

1.この章の「お車の手入れ」の指示に従っ

てください。

2.“OFF”位置のあるフューエルコックを装

備した車：フューエルコックを“OFF”

の位置にします。

3.キャブレターのドレンボルトをゆるめ、

キャブレターフロートチャンバー内の燃

料を抜きます。これにより、キャブレター

内に燃料の沈殿物が溜まることを防止し

ます。抜いた燃料は燃料タンクに入れま
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す。

4. 以下の手順を行い、シリンダー、ピスト

ンリングなどの腐食を防ぎます。

a. スパークプラグキャップとスパーク

プラグを外します。

b. スプーン一杯分のエンジンオイルを

スパークプラグの孔に入れます。

c. スパークプラグキャップをスパーク

プラグに取り付け、その後スパーク

プラグをシリンダヘッドに置き、側

方電極が確実にアースするようにし

ます。（次の手順中、スパークプラグ

で放電されます。）

d. スターターでエンジンを数回、回しま

す。（シリンダー壁にオイルを付着さ

せます。）

e. スパークプラグキャップをスパーク

プラグから外し、その後スパークプ

ラグとスパークプラグキャップを取

り付けます。 

JWA10950

スパークによる傷害を防ぐため、エンジンを
回転させる間はプラグコードを確実に接地

（アース）させてください。

5. 全てのケーブルとサイドスタンド、全て

のレバーとペダルの作動部に注油しま

す。

6. タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空

気を入れます。その後、車をリフトアッ

プして、両輪のホイールが地面から離れ

るようにします。それができない場合は、

タイヤの接地部分に負荷がかかるのを防

ぐため、毎月ホイールを少しずつ回して

接地部分の位置を変えます。

7. マフラー出口をビニール袋で覆い、湿気

が侵入するのを防ぎます。

車を保管する前に、必要な修理を行います。  

JAU28081

アフターケア用品について
大切な車の寿命は、使用するオイルの品質に

より大きく左右されます。ヤマハの車には、

ヤマハ純正用品をご使用ください。  

JAU28151

オートルーブスーパーオイル
ヤマハの２ストロークエンジンにはヤマハ

オートルーブスーパーオイルをご使用くだ

さい。

オートルーブスーパーオイルはヤマハの２

ストロークエンジンのために開発されたエ

ンジンオイルです。  

JAU28190

ME-R フィルターオイル
ヤマハコンペティションモデル専用に開発

したフィルターオイルです。火山灰、サン

ド、赤土、泥ねい、泥水など、全日本MX ラ
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ウンド全ての状況を考慮して開発・テストし

てありますので、車は常に優れた性能を発揮

できます。  

JAU28220

ME-180 チェーンオイル
フッ素樹脂配合により耐摩耗性、耐熱性に優

れたチェーンオイルです。“ドライ”と

“ウェットムースタイプ”があります。

ME スーパーチェーンクリーナー
チェーンに付着したグリースやオイルなど

の油汚れを手軽に素早くクリーニングしま

す。 

JAU28270

ギヤオイル
極圧性、酸化安定性に優れ、油膜強度が高い

ギヤオイルです。アワ立ちもきわめて少ない

ため、ベアリングの腐食や摩耗を防ぎます。  

JAU41781

ヤマハグリース B
リチウム石けん基のグリースで、耐水、耐

熱、耐漏れ性、せん断安定性に優れた万能タ

イプです。

ME-180 ワイヤーグリース
各ワイヤーを潤滑、保護します。土、泥、ほ

こり、水などの悪条件に威力を発揮します。

シリコングリース G30M
熱酸化安定性・耐久性に優れ、広い温度範囲

で使用できるグリースです。油圧式ドラムブ

レーキおよびディスクブレーキに最適です。  

JAU42160

ME-180（防錆潤滑剤）
防錆、潤滑、防湿、浸透力に優れた金属保護

1. ME –180 チェーンオイル

2. ME スーパーチェーンクリーナー

1 2

1. ヤマハグリースB
2. ME-180 ワイヤーグリース
3. シリコングリースG30M

1 2 3
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液です。
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製品仕様 

JAU2633K

寸法 :

全長 :

1540 mm

全幅 :

640 mm

全高 :

880 mm

シート高 :

635 mm

軸間距離 :

1055 mm

最低地上高 :

185 mm

重量 :

車両重量 :

61 kg

性能 :

最小回転半径 :

1700 mm

最高出力 :

3.5 kW@5500 r/min

(4.8 PS@5500 r/min)

最大トルク :

6.27 Nm@5000 r/min

(0.64 kgf-m@5000 r/min)

エンジン :

原動機種類 :

２ストローク空冷

気筒数・配列 :

単気筒

総排気量 :

79.0 cm 3

内径ｘ行程:

47.0 × 45.6 mm

圧縮比 :

6.60 :1

エアフィルターエレメント :

湿式エレメント

クラッチ形式 :

湿式多板オートマチック

ミッション・チェンジ方式 :

常時かみ合式３速

始動方式 :

キック式

車体 :

フレーム形式:

パイプバックボーン

キャスター :

26.00 ゜

トレール :

62.0 mm

ステアリングシステム :

ハンドル切れ角　（左）:

45.0 ゜

ハンドル切れ角　（右）:

45.0 ゜

燃料 :

フューエルタンク容量:

4.9 L

予備容量 :

1.0 L

フロントブレーキ :

ブレーキ形式 :

機械式ドラムブレーキ

リヤブレーキ :

ブレーキ形式 :

機械式ドラムブレーキ

懸架方式 :

種類　（前）:

テレスコピック

種類　（後）:

スイングアーム（モノクロス）

緩衝方式 :

ショックアブソーバータイプ　（前）:

コイルスプリング /オイルダンパー
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ショックアブソーバータイプ　（後）:

コイルスプリング / ガスオイルダン

パー

フロントタイヤ:

種類 :

チューブ有り

サイズ :

2.50-14 4PR

メーカー /銘柄:

CHENG SHIN/KNOBBY

リヤタイヤ:

種類 :

チューブ有り

サイズ :

3.00-12 4PR

メーカー /銘柄:

CHENG SHIN/KNOBBY

積載量:

最大乗員体重 :

40.0 kg

トランスミッション:

１次減速比 :

66/21 (3.143)

１速 :

39/12 (3.250)

２速 :

29/16 (1.812)

３速 :

22/17 (1.294)

２次減速比 :

32/15 (2.133)

エレクトリカル :

点火方式 :

ＣＤＩ

エンジンオイル :

指定オイル :

ヤマハオートルーブスーパーオイル

トランスミッションオイル :

指定オイル :

ヤマハギヤオイル

定期交換時 :

0.65 L

エンジン分解時 :

0.75 L

エンジンオイル量 :

オイルタンク容量 :

0.75 L

ドライブチェーン :

たわみ量 :

40.0 –53.0 mm

ブレーキレバーとブレーキペダル :

フロントブレーキレバー遊び :

10.0 –20.0 mm
ブレーキペダル遊び :

10.0 –20.0 mm
スロットルケーブル遊び :

3.0 –5.0 mm
フロントドラムブレーキ :

ライニング厚さ :

3.0 mm

使用限度 :

1.5 mm

リヤドラムブレーキ :

ライニング厚さ :

4.0 mm

使用限度 :

1.5 mm

ホイールトラベル :

ホイールトラベル　（前）:

110.0 mm

ホイールトラベル　（後）:

95.0 mm

タイヤ空気圧　（冷間時）:

前輪 :

100 kPa (1.00 kgf/cm 2 )
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後輪 :

100 kPa (1.00 kgf/cm 2 )
点火タイミング :

点火時期　（Ｂ．Ｔ．Ｄ．Ｃ．）:

20.6 ゜/4000 r/min

スパークプラグ :

メーカー / 型式 :

NGK/BPR6HS

プラグギャップ :

0.6 –0.7 mm
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ユーザー情報 

JAU40790

ID番号
車台番号、モデルラベルの情報を下記に記録

しておき、ヤマハ販売店に部品を注文する時

や、車が盗難にあった場合などに役立ててく

ださい。 

● 車台番号：  

● モデルラベルの情報： 

JAU26400

車台番号

車台番号はステアリングヘッドパイプに打

刻されています。指定の空欄にこの番号を控

えておいてください。

車台番号は自分の車であることを証明する

ために使用します。  

JAU26480

モデルラベル

モデルラベルはシート下のフレームに貼り

付けてあります。（3-6 ページ参照）このラ

ベルの情報を所定の空欄に控えておいてく

ださい。この情報はヤマハ販売店で部品を注

文するときに必要になります。

1. 車台番号

1

1. モデルラベル

1
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JAU36640

二輪車を廃棄する場合は？
廃棄を希望する場合は？
廃棄を希望される二輪車がある場合は、お近

くの「廃棄二輪車取扱店」にご相談ください。

廃棄二輪車取扱店とは？
（社）全国軽自動車協会連合会の登録販売店

で、広域廃棄物処理指定業指定店として登録

されているお店が「廃棄二輪車取扱店」で

す。廃棄二輪車を適正処理するための窓口と

して、店頭に「廃棄二輪車取扱店の証」が表

示されています。

リサイクル費用とは？
廃棄二輪車を適正に処理し、再資源化する費

用です。二輪車リサイクルマークが車体に貼

付されている二輪車は、リサイクル費用を

メーカー希望小売価格に含んでいますので、

リサイクル料金はいただきません。

ただし、リサイクル費用には運搬および収集

料金は含まれていませんので、廃棄二輪車取

扱店または指定引取場所までの運搬・収集料

金は、お客様の負担になります。運搬・収集

料金につきましては、廃棄二輪取扱店にご相

談ください。

二輪車リサイクルマークの取り扱い
この車には、下図の位置に二輪車リサイクル

マークが貼付されています。

廃棄時に二輪車リサイクルマークの有無を

確認しますので、絶対に剥がさないでくださ

い。二輪車リサイクルマークは、剥がれや破

損による再発行、部品販売の取り扱いはござ

いません。

剥がれや破損でリサイクルマーク付き対象

車かどうかが不明の場合は、下記へお問い合

わせください。

廃棄二輪車に関するお問い合わせについ
て
廃棄二輪車に関するお問い合わせは、最寄り

の「廃棄二輪車取扱店」または下記へお問い

合わせください。

（財）自動車リサイクル促進センターホーム

ページ

http://www.jarc.or.jp/

二輪車リサイクルコールセンター

電話番号　０３－３５９８－８０７５

受付時間　９時３０分～１７時００分（土・

日・祝日・年末年始等を除く）

1. 廃棄二輪車取扱店の証

1

1. 二輪車リサイクルマーク

1
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JAU42170

サービスマニュアル（別売）の紹介
サービスマニュアルには、点検・調整や分

解・組立の方法を写真やイラストを用いて説

明してあります。車の概要や構造を理解する

ためにご利用ください。このモデルでは、

サービスマニュアルの代わりとして、オー

ナーズサービスマニュアルを紹介していま

す。

オーナーズサービスマニュアルのご注文は、

ヤマハ販売店で受けております。部品番号を

お知らせください。

PW80　オーナーズサービスマニュア

ル　部品番号：

QQS-CLT-211-4BC
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